
１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  21,530  1.9  576  △17.0  324  △46.0  △60 ― 

22年３月期第１四半期  21,136 ―  694 ―  601 ―  199 ― 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △5.56 ―  

22年３月期第１四半期 18.36 ―  

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  80,532  25,321  31.1 2,305.32

22年３月期  77,004  25,859  33.2 2,353.77

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 25,073百万円 22年３月期 25,602百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 ―  ― ― 30.00  30.00

23年３月期 ― 

23年３月期（予想） ― ― 30.00  30.00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  45,000  4.0  1,700  101.7  1,400  248.3  600 ―  55  16

通期  82,000  6.7  1,700  865.9  1,300 ―  500 ―  45  97



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規     ― 社 （―）                        、除外     ― 社  （―） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しました。

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、

今後様々な要因によって予測数値と異なる結果となる可能性があります。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 11,027,107株 22年３月期 11,027,107株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 150,740株 22年３月期 149,693株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 10,876,472株 22年３月期１Ｑ 10,887,822株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間における当社グループを取巻く経営環境は、最大市場である北米の小型屋外作業機

械市況を始め、海外関連市場において需要は総じて改善傾向にありました。為替相場は、財政危機に端を発した

欧州経済の混乱に伴い、対ドル、対ユーロともに円高に推移しました。 

 このような環境の下、当社グループは、販売網再編効果による売上の拡大や主力機種の海外生産移管による製

造コストの低減など、経営統合シナジー早期化のための活動を促進するとともに、継続的な拡販活動はもとよ

り、一層の経営効率向上と経費削減にグループをあげて積極的に取り組み、業績回復に努めました。その結果、

売上高は、円高による影響はありましたものの前年同期に比べて僅かに伸長しましたが、損益面では円高の影響

に加え、予定外の諸損失を計上したことなどにより減益となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における当社グループ連結業績は次のとおりであります。 

  [売上高] 

 当第１四半期連結会計期間の売上高は215億30百万円（対前年同期比1.9％増）で、国内売上高が94億75百万円

（同0.2％減）、米州の売上高は90億68百万円（同1.3％減)、米州以外の海外売上高は29億85百万円（同21.6％

増）となりました。 

 セグメント別の概況は次のとおりであります。 

①小形屋外作業・農業用管理機械 

売上高は163億92百万円となりました。 

・小型屋外作業機械部門 

 国内は、主力の刈払機が、需要期に入った当初、春先の長雨・低温の影響を受けて動きが鈍かったものの天

候の回復とともに復調したことなどで、小型屋外作業機械は前年並の売上を確保しました。 

 また、米州では市況の回復を受けて刈払機を中心に伸長しましたが円高により円換算の売上高は前年並みと

なりました。その他の海外においては、ロシア向けのチェンソーを始め、総じて好調に推移し、大きく伸長し

ました。 

 その結果、小型屋外作業機械部門の売上高は118億51百万円となりました。  

・農業用管理機械部門 

 国内は、動力噴霧機を始めとする小型防除機や剪定枝を処理するチッパー・シュレッダーなどの売上は伸び

ましたが、前連結会計年度に農林水産省補正予算の「食料供給力向上緊急機械リース支援事業」の対象となっ

た機種が前年の反動もあって低迷し、前年並みとなりました。また、米国の農業機械製造・販売子会社の売上

は減少しました。 

 その結果、農業用管理機械部門の売上高は45億41百万円となりました。 

②一般産業用機械 

 一部関連業種に景況の回復の兆しが見え始め、住宅、リフォーム関連を中心に主力の投光機、発電機が前年を

上回る状況で推移しましたが、引き続き市場全体の需要水準は低く、特に建機レンタル市場向け売上が低迷しま

した。その結果、一般産業用機械の売上高は12億35百万円となりました。 

③その他 

 アクセサリーおよびアフターサービス用部品の販売は国内外とも安定的に推移しました。その結果、その他の

売上高は39億２百万円となりました。 

  

  [損 益] 

①営業損益、経常損益 

 グループを挙げて製造原価や販売費および一般管理費の圧縮を図るなど利益確保に努めましたが、円高などに

よる製造原価率の上昇や為替差損の計上などにより、営業利益５億76百万円（前年同期比17.0％減）、経常利益

３億24百万円（同46.0％減）となりました。 

②四半期純損益 

 株式市況の低迷による一部投資有価証券の減損損失や、環境対策費用を特別損失に計上したことなどにより、

60百万円（前年同期四半期純利益１億99百万円）の四半期純損失となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて35億27百万円増加し805億32百万

円となりました。 

 その主な要因は、季節的要因により受取手形及び売掛金が32億15百万円増加したこと、現金及び預金が11億67

百万円増加したことによるものです。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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②負債 

 当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて40億65百万円増加し552億10百万円

となりました。 

 その主な要因は、借入金が44億51百万円増加したこと、支払手形および買掛金が10億17百万円減少したことに

よるものです。 

③純資産 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて５億37百万円減少し253億21百万

円となりました。 

 その主な要因は、剰余金からの配当実施により資本剰余金が３億26百万円減少したこと、その他有価証券評価

差額金が１億74百万円減少したことによるものです。 

 この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ2.1ポイント減少し、31.1％となりました。 

④キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加30億39百万円、仕入債務の減少11億97百万円、減価償

却費の計上６億81百万円等により、25億68百万円の支出となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得８億26百万円、有価証券および信託受益権の売却６億

97百万円等により、１億43百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加45億63百万円、配当金支払３億26百万円、長期借入

金の返済２億55百万円等により、39億69百万円の収入となりました。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ11億67百万

円増加し62億84百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第２四半期累計期間の連結業績予想につきましては、売上高は前回発表（平成22年５月14日）予想どおり推移

する見通しですが、損益面で、主に製造原価低減や販売費および一般管理費削減により、前回発表した予想数値

を上回ることが見込まれることから下記のとおり修正しております。 

 なお、通期の連結業績予想につきましては、今後の市況や為替の動向など、当社グループを取巻く事業環境が

不透明なことから、前回発表した予想数値は見直しておりません。 

  

 平成23年３月期第２四半期連結累計期間業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②たな卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸しを省略し、前連結会計年度末の実地

たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。また、たな卸資産の簿価切り下げに

関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切り下げを行う方法によって

    
売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

四半期純利益 

（百万円） 

１株当たり 

四半期純利益 

（円） 

前回発表予想（Ａ） 45,000 1,500 1,300  600 55.16

今回発表予想（Ｂ） 45,000 1,700 1,400  600 55.16

増減額（Ｂ－Ａ） 0 200 100  0 ― 

増減率（％） 0.0 13.3 7.7  0.0 ― 

（ご参考） 

平成22年３月期第２四半期 
43,281 843 402  △2,451 △225.17

２．その他の情報
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おります。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準等の改正に伴う変更  

・当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。これにより、税金等調整前四半期純利益は、７百万円減少しております。また、当会計基準

等の適用開始による資産除去債務の変動額は７百万円であります。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,284 5,116

受取手形及び売掛金 16,686 13,470

有価証券 124 224

商品及び製品 23,456 24,032

仕掛品 870 1,035

原材料及び貯蔵品 5,307 4,355

その他 1,335 1,886

貸倒引当金 △417 △470

流動資産合計 53,648 49,652

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※1  8,442 ※1  8,403

土地 8,896 8,898

その他（純額） ※1  5,863 ※1  5,877

有形固定資産合計 23,203 23,179

無形固定資産 748 778

投資その他の資産   

その他 3,964 4,438

貸倒引当金 △1,032 △1,044

投資その他の資産合計 2,932 3,394

固定資産合計 26,884 27,352

資産合計 80,532 77,004

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,125 17,143

短期借入金 21,850 17,400

1年内返済予定の長期借入金 2,051 2,535

未払法人税等 100 89

引当金 777 134

その他 4,290 4,094

流動負債合計 45,195 41,396

固定負債   

長期借入金 3,814 3,328

退職給付引当金 4,002 4,137

環境対策引当金 34 －

その他 2,163 2,281

固定負債合計 10,014 9,748

負債合計 55,210 51,145
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,000 6,000

資本剰余金 9,584 9,910

利益剰余金 10,924 10,985

自己株式 △138 △137

株主資本合計 26,370 26,758

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 281 456

繰延ヘッジ損益 △1 △12

為替換算調整勘定 △1,577 △1,599

評価・換算差額等合計 △1,296 △1,155

少数株主持分 248 256

純資産合計 25,321 25,859

負債純資産合計 80,532 77,004
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 21,136 21,530

売上原価 15,316 15,894

売上総利益 5,819 5,635

販売費及び一般管理費 ※1  5,124 ※1  5,058

営業利益 694 576

営業外収益   

受取利息 45 21

受取配当金 31 45

その他 48 83

営業外収益合計 125 150

営業外費用   

支払利息 113 104

為替差損 81 295

その他 23 3

営業外費用合計 218 402

経常利益 601 324

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 40

前期損益修正益 3 －

固定資産売却益 1 0

特別利益合計 4 40

特別損失   

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 43 1

投資有価証券評価損 － 173

事業再編損 49 －

その他 7 42

特別損失合計 100 220

税金等調整前四半期純利益 505 144

法人税、住民税及び事業税 168 417

法人税等調整額 81 △215

法人税等合計 249 202

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △58

少数株主利益 56 2

四半期純利益又は四半期純損失（△） 199 △60
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 505 144

減価償却費 823 681

退職給付引当金の増減額（△は減少） △111 △134

貸倒引当金の増減額（△は減少） 28 △62

受取利息及び受取配当金 △76 △67

支払利息 113 104

投資有価証券評価損益（△は益） － 173

賞与引当金の増減額（△は減少） 393 642

売上債権の増減額（△は増加） △4,630 △3,039

たな卸資産の増減額（△は増加） △977 △54

仕入債務の増減額（△は減少） 205 △1,197

未収消費税等の増減額（△は増加） 453 169

その他 329 440

小計 △2,942 △2,199

利息及び配当金の受取額 77 67

利息の支払額 △105 △71

法人税等の支払額 △127 △365

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,098 △2,568

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却による収入 － 100

有形及び無形固定資産の取得による支出 △514 △826

有形及び無形固定資産の売却による収入 4 9

信託受益権の売却による収入 348 597

保険積立金の払戻による収入 105 －

その他 △34 △24

投資活動によるキャッシュ・フロー △91 △143

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,433 4,563

長期借入れによる収入 － 3

長期借入金の返済による支出 △820 △255

配当金の支払額 △125 △326

少数株主への配当金の支払額 △84 －

その他 12 △16

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,416 3,969

現金及び現金同等物に係る換算差額 31 △89

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △741 1,167

現金及び現金同等物の期首残高 4,186 5,116

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  3,445 ※  6,284
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該当事項はありません。  

  

  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、事業部門を統括する事業本部を置き、各事業部門は取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包

括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社は、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「小型屋外作

業・農業用管理機械」、「一般産業用機械」の２つを報告セグメントとしております。 

「小型屋外作業・農業用管理機械」は、チェンソー、刈払機、パワーブロワー、動力噴霧機、スピードスプレー

ヤ等を製造・販売しております。 

「一般産業用機械」は、溶接機、発電機等を製造・販売しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にアクセサリーおよびアフ

ターサービス用部品の販売に係わる事業を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△1,033百万円は、報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術管理費であ

ります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。   

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２  

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

小型屋外作業・

農業用管理機械 
一般産業用機械 計 

売上高             

外部顧客への

売上高 
 16,392 1,235 17,627 3,902  －  21,530

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

 12,143 916 13,060 1,388  △14,449 －

計  28,536 2,151 30,688 5,291  △14,449  21,530

セグメント利益

又は損失（△） 
 765 △114 650 959  △1,033  576

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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